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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、甲状腺刺激ホルモン放出ホルモン（TRH）のGタンパク質共役受容体をコードしています。TRHに結合すると、この受容体はイノシトールリン脂質-カルシウム-タンパク質キナーゼC伝達経路を活性化します。この遺伝子の変異は、全身性甲状腺刺激ホルモン放出ホルモン（TRH）抵抗性と関連付けられています。[RefSeq提供、2011年9月],機能：甲状腺刺激ホルモン放出ホルモン受容体。この受容体は、ホスファチジルイノシトール-カルシウムセカンドメッセンジャーシステムを活性化するGタンパク質を介して作用します。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属します。,
	研究分野
	カルシウム;神経活性リガンド-受容体相互作用;
	画像データ
	

	TRHR抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	TRHR抗体を用いたCOS7細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	TRHR 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

